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―軽度知的障害が疑われる児童への「算数・数学クリニック」での学習支援からの考察―
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Kyosuke ANADA
１．はじめに
「数量・形」に係る教育内容について，幼稚園教育要領［1］には，５つの領域（健康,人間関係,環境,言葉,
表現）の中の「環境」において，「身近な事象を見たり，考えたり，扱ったりする中で，物の性質や数量，
文字などに対する感覚を豊かにする」と「日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ」（下線筆者）
と記されているが，この表現は具体的なものではない．一方，小学校学習指導要領［2］では算数の内容
は4領域（A 数と計算，B 量と測定，C 図形，D 数量関係）に分けて体系的に，そして学年を追って
系統的に構成されており，その教育内容は具体的に示されている．このように具体的な教育内容が示
されるのが小学校からになるのは，子どもたち一人ひとりの学力を平等に保障するという観点からい
えば，とりこぼし無く皆が学習できるように義務教育である小学校から全国一斉に始めることは制度
的に当然なことである．
しかし現実的な話をすれば，子どもたちは遊びや日常生活での体験，模倣を通して，小学校の算数
科で扱う「数量・形」に係る教育内容の素地となる事柄や見方・考え方は就学前に身につけておくこ
とが望ましい．なぜなら子どもたちが小学校に上がって算数を学ぶとき，その理解の仕方や可能性に
は個人差が生じるが，それは就学前に五感を通してその素地となる具体的体験の有る無しによるとこ
ろが大きいからである．後の事例紹介でも明らかになるが，実際にモノの数を数える場面や経験が無
ければ，たとえ「20までのかず」を唱えることができても，14という数が10と4という見方になかな
かつながらない．10を超える数を認識するには10を単位とした見方は不可欠で，それは就学前に実際
にモノを数えるという体験の中で必要に迫られて出てくるものなので，当然そのような体験が豊富な
子どもほどその学びには有利であるといえる．
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本稿では，神戸女子大学の地域貢献の取り組みである「算数・数学クリニック」の学習支援活動か
ら，就学前に必要な「数量・形」に係る具体的な体験が希薄だった子どもの事例を紹介し，その後の
指導による成果報告を行い，算数の学びに接続させるための保幼小連携について考察する．
２．問題の設定
小学校の算数科で扱う「数量・形」に係る教育内容は，具体的に操作できるものから抽象化されて
形式的に扱うものまでを含んでいる．その内容を理解できるかできないかについては，かなりの個人
差があり，そこで一般に問題となるのは，遅れをとるほうの子どもたちであるから，遅れをとらぬよ
う就学前に小学校での学習内容を前倒しでやるという考えがあるかもしれない．しかし，果たしてそ
の前倒しは効果的なのであろうか．船越・白川ら［3］によると，幼稚園外の幼児教室で算数の知識・技
能を学ぶ幼児たちが多いのにもかかわらず，小学校の教師からは，計算はできるが数量・形の感覚が
身についていない，すなわち，抽象的・形式的な数量・形と具体的・日常的な経験との柔軟な結合・
分離ができていない子どもが多いことが指摘されているという．
『幼稚園教育要領解説』［4］には，幼小連携について特に留意する事項として小学校との連携を図る
こととし，①幼児と児童の交流の機会を設けること，②小学校教師との意見交換や合同の研究の機会
を設けたりすること，が記されている．しかしこれからは，単に両者の交流やコミュニケーションの
場を設けるだけではなく，各教科に特化してその内容に踏み込んだ幼小連携の取り組みが望まれるべ
きである．つまり算数という教科でなら，就学前に「数量・形」に係る具体的な体験と「算数科の教
育内容」をどう意図的・計画的に結びつけるかという連携が望まれるのである．幼小連携の取り組み
がいわれるようなって久しいが，改めてこの視点からの幼小連携（保幼小連携）を考えるべきである．
３．事例紹介「概要」
３．１　「 算数・数学クリニック」について
まず，神戸女子大学（以下，本学）の地域貢献の取り組みである「算数・数学クリニック」の活動
について簡単に紹介する．この「算数・数学クリニック」は松本博史元本学教授が2006（平成18）年
10月に開設し，その後2012（平成24）年４月からは筆者が引き継いで現在も続けているものである．
その事業内容は，本学周辺地域で算数・数学の学習につまずいている児童・生徒への学習支援である．
学校では取り残されてしまうこともあるそのような児童・生徒が学校での学習とは別に，丁寧に指導
を受けられる環境があれば，自分に合ったペースでゆっくりと学習できると考え，寺子屋のように個
別に指導を行っている．来訪する子どもたちを指導するスタッフは，指導者である筆者と小学校教員
を目指す本学教育学科の学生たちである．また，本学の認知心理学，臨床心理学の専門家と連携協力
体制をとることもある．
これまで「算数・数学クリニック」に参加した児童・生徒のつまずきのタイプや理由には，学業不
振，学習障害または軽度な知的障害，聴覚障害などとさまざまであるが，この活動を通して，日常生
活の中での「数量・形」に係る体験の必要性を感じる．そこで「算数・数学クリニック」の活動事例
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の中から，就学前に必要な「数量・形」に係る具体的な体験が希薄だった児童について，その診断・
指導，そして学習遅延の解消への成果について述べる．
３．２　児童Aについて
児童Aが初めて「算数・数学クリニック」を訪れたのは，小学１年生の12月初旬で，現在はその初
来訪から１年11箇月が経過し小学３年生になっている．児童Aの来訪のきっかけは，日常生活には支
障がない程度のものであるが先天的に聴力障害がある上にLD（学習障害）または知的障害があるの
ではないかと保護者が心配されてのことだった．
最初の面談ではこの時期の児童にしては遅れがあるものの，５や10の分解・合成を間違いながらも
正答を出すことができたように見えたので，おはじきなどで練習を繰り返すことから始めれば，ゆっ
くりと指導していけるという印象を受けた．
児童Aは小学校入学当初から特別支援学級で算数と国語の指導を受け，その他の科目は通常の学級
の児童と一緒に受けている．小学２年生に上がるころ，居住する市が設ける特別支援教育の相談室か
ら軽度の知的障害があると判定された．同学年終了までは通常の学級に在籍したが３年生からは特別
支援学級に編入されている．通常の学級と特別支援学級のどちらに在籍させるかを判断するにあた
り，一つの判断材料として当該相談室より行われた新版Ｋ式発達検査［5］による発達指数から両者の境
界にあるとされた．
「算数・数学クリニック」では，小学１年生の12月の初来訪以来，夏休みなどの長期休暇期間を除
き原則週１回通い，90分程度の個人指導を受けている．
４．児童Aの診断と指導についての詳細
初来訪から１年11箇月（計54回）の指導を行った児童Aの算数学力の診断の記録，およびその診断
に対応した指導とその成果を以下に示す．
４．１　観察・診断が主だった時期
１年生12月上旬（第１回）～ ２年生６月上旬（第16回）
【観察された内容】
・数字は読めるが書き順も間違っており，書くのに時間がかかる．
・５や10の分解と他の１桁の数（６, ７, ８）の分解を間違えながらも正答を出せる．
・ 繰り上がりのある足し算と繰り下がりのある引き算の答えは指を使って出すことができる．（足
し算の操作は「数えたし」，引き算の操作は指を使って後ろからひとつずつ除いていく．しかし，
このときの指使いは，すばやく，華麗である．）
・たとえば，14を「10と４」という見方ができていない．
・ １～ 100までの数唱はできたが，２位数の書き方で，14を「104」と書いた．一方で，計算問題で
答えを書くとき，その表記は「14」と書けることもある．
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・数え棒40本を数えて10ずつまとめて「10が４つ」を認めたあと，「じゅうよん」と言ったりする．
【診断】
５や10の分解・合成を間違いながらも正答を出すことができたように見えたので，おはじきなどで
練習を繰り返すことから始めれば，ゆっくりと指導していけるという印象を受けた．（しかし，今思
えば当初は甘く考えて見込み違いをしていたようである．）
指を使った足し算の操作の誤答例には，９+７=11,　８+８=11 があり，両手指を使っているの
で，答えが15を超えるときに片手の５を忘れることもある．出した答えに大きさからの違和感をもた
ない．また，５+５ が 数え間違いで９となっても 11 となっても違和感はない．それは10を超えた
数を，10といくつというふうに見ておらず，つまり「10ずつまとめたものがいくつとその残りのば
ら」という見方ができていないからと考えられる．
その後の保護者からのヒアリングから，その時点までの日常生活の中で具体的にモノを数えるとい
う体験をさせたことがなかったそうである．その一方で，この指を使った操作は，保護者が徹底的に
指導したようで，その定着は保護者の努力の賜物といえる．感情的にみると保護者の努力には頭の下
がる思いもする．
【指導】
児童Aの指導を開始してから，算数学力もさることながら，操作の基礎に係る事柄から始める必要
があることがわかってきた．かなや数字は流暢には書けず，間違った書き順で，大きさのバランスも
悪く欄からはみ出す．また，すべて同じ筆圧で書いていたようであったので，正しい数字の書き方か
ら始めることになった．
また，繰り上がりのある足し算をするには10をつくること，繰り下がりのある引き算をするには10
を分解することが必要となるが，これがなかなか定着しなかった．当初は算数セットのおはじきやブ
ロックを使い10をつくることを意識させながら指導したが，２年生の６月になっても指を使った「数
えたし」の操作から離れられなかった．
指を使った「数えたし」の操作から離れるためには，単に正答を出すことよりも計算のしくみを理
解しそれに適用する技能を習熟させる必要がある．そのしくみとは，数の分解と10のまとまりをつく
る（意識する）ことである．数の分解・合成について横地［6］は「入学当初の１年で大切な，数の学習
内容は，２から10までの数のそれぞれについて分解・合成の事実を『体にしみつくほどに学習するこ
と』」（つまりそれを「体得」すること）とし，そしてそれは「本来，１年ではなく５歳児までに体得
が完了する学習内容である」としている．さらに「４歳児で６までの分解・合成の体得を済ませ，５
歳児で７以上の数の分解・合成を体得するのが，子ども本来の発展の実相である」と具体的にその時
期も述べている．児童Aの場合は，その適した時期を逃さず，就学前に日常生活の中でこれらを体得
できる場面をできれば意図的にでも与えておく必要があったわけである．
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４．２　スービタイズ能力に着目した指導の時期
２年生６月下旬（第17回） ～ ３年生６月上旬（第46回）（この期間中，計30回）
【10をつくる指導】
２年生の６月になっても，指を使った「数えたし」の操作から離れられなかったので，図１に示す
数図カード（0 ～ 10個の●を書いた11種類）を使った指導を行うことにした．この指導は，第１回目
の指導から６箇月の間に試行錯誤しながら10のまとまりを認識させようとしたがなかなか成果が現れ
なかったのでスービタイズと呼ばれる能力を応用する方法に行き着いたのである．スービタイズにつ
いては，G.レイコフ・R.ヌーニェスは「すべての人類は，文化や教育にかかわりなく，目の前に出さ
れたものが１つなのか，２つなのか，３つなのかを一瞥で即座に見分けられる．この能力はラテン語
の「突然」を意味する語に由来してスービタイズ（subitizing）と呼ばれている」［7］と説明する．わ
れわれは，だいたい４つまでのものをスービタイズすることができ，今日，この能力が先天的である
ことを確固とした証拠が相当多くえられているという．さらにスービタイズは次の２つに分類され
る［8］．１つ目は，目の前に出された４つくらいまでのものが一瞥で即座に見分けられる知覚的スービ
タイズ（perceptual subitizing）である．２つ目は，数が増えて知覚的スービタイズでは困難な場合
に対象の配置の分析を行って数を認識する概念的
スービタイズ（conceputual subitizing）である．
たとえば数図カードの「５」は●が１列に５つ並
び，「６」になると１列目に５つと２列目に１つ
の●が配置されているので，５つと１つで●が６
つあると認識するのは概念的スービタイズを適用
したということになる．
10のまとまりをつくることを意識させるため
に，このスービタイズの能力を応用した指導を「２
年生の６月下旬から３年生の６月上旬まで」約１
年をかけて，次の方法の指導を計30回行った．こ
の指導では，数図カード（０～ 10），数字カード（０
～ 10），さいころを用いる（図１）．
①　 数図カードをランダムに見せて，数を答え
させる（図２）．
②　 児童にもう１セットの数図カードを持た
せ，指導者がランダムに提示した数図カー
ドに対し，10の補数となる数図カードを提示させる（図３）．
③　 児童にもう１セットの数字カードを持たせ，指導者がランダムに提示した数字カードに対し，
図1　数図カード・数字カード・さいころ
図2　数図カードを読む
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10の補数となる数字カードを提示させる
（図４）．
④　 ２つのさいころを投げて，出た目を読ませ
て，その和を答えさせる．
⑤　 さいころの目の裏と表の和が７であること
から，さいころの目の裏を答えることによ
り，７の分解をさせる．
①と②はスービタイズ能力を応用する指導で，
①で10までの数の量感を持たせることをねらい，
②は視覚的に数図カード２枚で10をつくること
（10の補数）を意識させること，③は算数で扱う
数字でも10をつくること（10の補数）ができるよ
うに②と同じことを数字カードで行った．④はさ
いころの目の並びは数図カードとは違うけれど，
それでも多少の効果を期待した．ランダムにカー
ドを提示することやさいころを振るということで
遊びの要素があるため，それまでより積極的に取
り組めるようであった．⑤は２年生の11月から
行った．
なお，児童Aは④を始めたとき，さいころの目の読み方を知らなかった．そのとき読み方を教える
と，５, ６の目については，慣れるまで●の数を実際に数えていた．このことからこれまでさいころ
を使う体験がなかったと見られる．一般的に言えることだが，さいころを振るような素朴な体験でも
ゲームなどでそれを体験するのとしないのとでは大きく違う．その他にもいろいろ就学前にさせたい
そういった必要な体験があるはずである．
【10をつくる指導の成果】（３年生２学期）
（1）　数図カードの読み
始めた頃は「10」の数図を「９」と読んだり，当初は●を数えているようすが伺えたが，誤答
がなくなるまで約４箇月（計11回の指導）を要した．
（2）　２つのさいころの目の和
誤答がなくなるまでに約10箇月（計24回の指導）を要した．
（3）　10の補数（10の分解）
数図カードでも数字カードでも，提示されたカードの10の補数となるカードを提示することが
できるようになり，０～ 10までの数に対し，それぞれ10をつくるため数（10の補数）をすぐに
図3　10の補数となる数図カードを提示する
図4　10の補数となる数字カードを提示する
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答えられるようになった．数図カードでの誤答がなくなるまで約８箇月（計20回の指導），数字カー
ドでの誤答がなくなるまでに約11箇月（計28回の指導）を要した．
（4）　７の補数（7の分解）
さいころを振って出た目の裏を答えるのだが，約11箇月（計27回の指導）まで正答が安定しな
かった．現在でも３の裏，４の裏を時々間違える．このことから７の分解については未だ「体に
しみつくほど」にはなっていないことが伺える．
（5）　算数セット計算カード「たし算（2）」（繰り上がりがある足し算）
繰り上がりのある足し算を行うとき，現在でも主に両手の指を使った「数えたし」で行うこと
が多いが，指を使わないようにと指示をすると，目をつぶって念頭で指を動かしているように「数
えたし」をしようとする．本人は指を使わないで計算することが求められていると思っているの
で，実際の指は動かしていないが念頭で指を使った「数えたし」を行っている．しかし，10のま
とまりをつくりながら計算するよう促す（指導者が数図カードを用いて示す）とそのやり方を念
頭でしぶしぶやる．本人によると「数えたし」の方が速いという．集中力が続いている間は何と
かできるが，集中できなくなると指を使った「数えたし」に戻る．来訪当初は10のまとまりをつ
くりながら計算することの意味が全くわからずその方法を用いることができなかった．現在は数
図カードを用いてその方法の説明ができるようになった．指導者のねらいどおり数図カードが10
のまとまりをつくるときのシェマとなっている．
（6）　算数セット計算カード「ひき算（2）」（繰り下がりのある引き算）
繰り下がりのある引き算を行うとき，指を使って後ろからひとつずつ除いていく．一見すると
減々法に近いやり方を行っているのだが，以下に示すとおり減々法とは明らかに違う．
※例　12 － 5 
i）  ○○○○○○○○○○｜○○→　　　○を12番目から１個ずつ５回取り除く．
ii） ○○○○○○○○○○｜○○　　  「減々法」は以下の①～④の手順をとる．
　①　減数の５を２と３に分解
　②　○を「２つ」まとめて取り除く
　③　○を「３つ」まとめて取り除く
　④　○が「７つ」残る
i） では，実際に指を使わないときでも念頭で指を動かして１個ずつ取り除いていくので，10のま
とまりは意識していない．
ii）では，10のまとまりを意識して数の分解を用いる．
児童Aは，たいてい i）で行うので，十分な成果は現れていない．
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４．３   ２年生７月２日（第18回）
（数が800程度の具体物を数える体験をする）
【観察】
初来訪から５回目の指導（１年生の１月）で数
え棒40本を数えながら，10ずつまとめて輪ゴムで
とめる体験をしているが，10のまとまりを意識さ
せながら，位取り記数法の構造を理解させること
を目的として，800枚程度の名刺大の紙片を数え
させた（図５）．
［児童Aの操作］
（1 ）　１枚ずつ100枚まで数え，そのまま続けて101，102, と数える．（指導者は100のまとまりがで
きたところで少し離してまとめておいた）
（2 ）　 160くらいのところで，100のまとまりを隣に座る母親に預け，「100を覚えていて」と頼み，
「61，62，…」と100まで数える．
（3 ）　 100枚のまとまりが２つでき，その後は100枚ずつまとめはじめる．（100ずつまとめること
が必要な場面に直面した）
（4 ）　ここまで100枚ずつまとめていたが，100をつくるために10枚ずつまとめ，10枚のまとまりが
10個で100枚とする．（100をつくるためには10ずつまとめることが必要であると考える場面に直
面したようす）
（5）　100のまとまりが７つでき，700枚
（6 ）　さらに10枚ずつまとめていくが，10のま
とまりが８つでき，ばらが５枚となる．
（7 ）　３種のまとまりを確認しながら「785枚」
と答え，表記をうながすと"785"と表記でき
た．
指導者が，「100はいくつある？」「10はいくつ
ある？」「ばらは？」の問いに，それぞれ，「７」，
「８」，「５」と答えることができた．また，「10
が78個」と答える場面もあった（図６）．
【考察】
この指導は10のまとまりができたら次の位に進むことを「一の位」から「十の位」への結集だけで
図5　紙片を数える
図6　10,100単位にまとめる
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終わるのではなく，さらに数を大きくし「十の位」から「百の位」への結集を体験する場面が必要で
あると考え設定した．理屈では10のまとまりを単位としてまとめ，それをさらに10個まとめて100と
いう単位をつくる．今回の児童Aの操作では，実際はその前にまず100をつくることからはじめ，そ
の100をつくるために10のまとまりをつくることが観察された．（1000までの）具体的な大きな数の対
象を実際に数える過程で必要に迫られて数え方の工夫や数の大きさを10，100を単位にして見ること，
読むこと，表すことができた．
これにより大きな数を10，100を単位にして，それらのいくつ分かで数の大きさをとらえる見方（十
進位取り記数法の構造）にもとづく表記ができた．このあとは，少しずつ記数法の構造を理解してい
き，その上で大きな数の加減計算もできるようになると期待できる．
４．４   20までの数の分解を取り入れた時期
３年生６月中旬（46回目） ～ 3年生10月下旬（54回目）の指導と成果（この期間中，計９回）
【指導】
４．２の指導により10の分解・合成がほぼ正し
く定着してきたところで難易度を上げるため，正
二十面体さいころ（図７）を用いて出た目の数を
分解させる．この方法では目の出方によっては10
を超えた数の分解をさせることができる．分解結
果の答え方は，数図カードと数字カード（それぞ
れ0 ～ 10）を混ぜた中からどれでも２枚を選んで，
それらの和で正二十面体さいころの出た目の数を
つくることにした．
【観察】
（１回目）10を超えた数の分解については戸惑ったが，まず「あっ」と発して10といくつにするこ
とは楽にできることに気づいて，そうした答え方を繰り返した．
（２回目～９回目）10を超えた数の分解については10といくつは避けるように指示している．以下
に正答を出すまでの誤答例と正答例を示す．
［19］ → 9+7，9+9，9+⑩
［17］ → 9+6，9+5，9+6，9+8
［16］ → ⑦+⑥，⑨+⑧，9+⑨，9+8，⑨+7
［16］ → 6+6，⑨+6，⑨+7
［15］ → 5+9，6+9
［14］ → ⑨+6，⑨+7，⑨+5
図7　正二十面体さいころ
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［14］ → ⑨+6，6+8
［14］ → ⑨+7，⑤+9
［14］ → 5+10，6+9，5+9
［14］ → 8+4，8+6
［13］ → 4+⑧，④+9
［13］ → ⑦+8，⑦+5，⑦+6
［13］ → 9+2，9+3，9+4
［11］ → ⑨+8，⑨+7，⑨+3，⑨+2
（上記の表記について，［ ］は正二十面体さいころの目，→ は答え方で，数字カードを使った場合
は数字，数図カードは丸付き数字で示す．正答に下線，正答を出すまでの誤答には下線なし）
20までの数の分解は，３年生10月の時点でも誤答が多い．とくに誤答例［15］ → ５+９ からは， 
５+９ = 15 としても違和感がないことが伺える．また，［16］ → ６+６ や［19］ → ９+９　のような
誤答は，２年生でほぼ修得できていた九九と結びついていないこともわかる．
４．６　その他の指導
（1）　時間の感覚について
来訪してしばらく（１年生３学期）は，アナログ時計が読めなかった．何度か指導を行ううちに，
日常生活と時刻の対応づけが全くないことがわかり，
・ 実際の生活での起きる時刻，朝ごはんの時刻，家を出る時刻等について「起きる時刻は，６時」,
「朝ごはんは，７時」,…というように対応づけた．
・ 時計を見ながら，１時から12時まであること（１時～ 12時は１日に２回あることも）を指導した．
また，１分間，１時間という時間の長さがどういうものかわからず，その量感もなかった．
・「ここでいつも勉強している時間の長さは，１時間と30分」
・「１分間の長さは，ここから（…）ここまで」，「スタート，（…）はい，ストップ」（実際に）
　［これ以前に同様の体験なし（保護者からのヒアリング） ］
・「１日 = 24時間」
を指導した．
アナログ時計について，その指導を始めてから3箇月後に読めるようになった．読めるようになる
一週間前に確認したときはまだ読めていなかったが次の週に読めるようになっていた．おそらく，そ
の一週の間に家でしっかり勉強してきたのであろうが，それは，日常生活の中の時間と時刻の意味を
知り，時間の長さについて量感を伴った理解ができたからと考えられる．
（2）　長さの測定
保護者からのヒアリングから，「10mm = １cm」がわからないということであったのだが，大人が
それを記憶するものとしてとらえておれば，児童に理解させることは難しいであろう．（このことは
「10dL = １L」についても同じである．）実際に鉛筆の長さを測定してみた後で，定規の目盛り10cm
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のところから，１mmずつ，10cm １mm，10cm ２mm，…，10cm ９mmと続けていくと，児童Aは，
11cmのところで，葛藤ののち，「11cm」と答えることができた．
また，昆虫に興味があるので，昆虫図鑑に載っ
ているクワガタムシやカブトムシの大きさを測定
させた（図８）．このとき，７cm ３mmを１mm
単位で73mmと測定させることができた．ミリメー
トル単位の目盛りを，数える体験を通して理解さ
せた．さらに望むとすれば，このことは既習の2
桁の数の表記法（十進位取り記数法）と関係づけ
て理解ができればと願う．
（3）　水を汲んでかさの量感をもつ
・水を１L, １dL, １cL, １mL桝で汲む．
・ １dL 10杯で１L（「10dL = １L」） などを体験
する（図９）． 
 　［これ以前に同様の体験なし（保護者からの
ヒアリング） ］
（4）　立方体展開図からさいころを作る
指導で使う手づくりの正六面体さいころを作ら
せた．あらかじめ立方体の展開図を用意してお
き，ハサミを使って実際に作業をさせることを通
して，手先を使う練習と空間認識を豊かにするた
めの体験をねらいとして行った．
児童Aが実際に行った具体的操作は，
・ハサミで展開図の線に沿って切り取る．
・展開図を組み立てる．
・糊づけする前に「組み立てる⇄展開する」こ
とを何度も交互に繰り返すことによって立方体と
その展開図を関係づける．
・実際のさいころと比べながら，各面に目を書
き込む（図10）．
　［これ以前にこれらと同様の体験なし（保護
者からのヒアリング） ］
（5）　九九の意味の指導
九九の構造の理解を意識して，図11，図12のようにアレイ図を並べて全体を眺めた．
（6）　わり算の意味の指導
図8　クワガタムシの長さの測定
図9　水を汲んでかさを測る
図10　立方体さいころを作る
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棒つきキャンディを等しく分ける場面を設定し
た．
　［これ以前にこれらと同様の体験なし（保護
者からのヒアリング） ］
それまで児童Aが日常生活の中で何かを兄弟と
等しく分けたり配分する機会はなかったようであ
る．この指導は複数回行った．
 （１回目）棒つきキャンディ 35本を５人で分け
る．
（２回目）棒つきキャンディ 24本を６人で分ける（図13）．
（３回目）おはじき24個を４人で分ける．
この指導では，
・設定した場面での具体的な操作とわり算の立式とを関係づける
・既習事項であるかけ算で逆思考する
つまり，実際に分配することからわり算を考え，かけ算を使って全体に戻すことによって確かめる．
具体的には，はじめに24個のおはじきを確認する．それを４人で分けるとすると１人は何個になるか．
１人分が６個になって，それをかけ算で逆に戻す．１人６個×４ = 24個とする． 
なお，「算数・数学クリニック」で行った本章４．１～４．６に示す以上の指導は，小学校での学習
指導と並行して別途行ったものであり，児童Aは自身の通う小学校ではカリキュラムどおり，２年生
では九九，３年生ではわり算を学習している．保護者からのヒアリングによると，通っている小学校
の先生からは算数はよくできていると評価されているとのことである．
５．まとめと考察
小学校１年生12月の時期に「算数・数学クリニック」に初来訪した児童Aは，
図12　九九をアレイ図で並べる（全体）図11　九九をアレイ図で並べる（八の段）
図13　24本を6人で等しく分ける
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・10までの数の分解・合成が十分にできない
・20までの数を10を単位として見ることができない
ところから，通学する小学校での学習とは別に１年11箇月の間，毎週１回90分で指導を受けた．その
主たる成果は，数図カードや数字カードを使っての指導を約１年間かけて行うことで，0 ～ 10に対し
て10をつくる相手の数（10の補数）を出せるようになったことと，そのことから現在では10のまとま
りをつくって繰り上がり，繰り下がりのある加減計算を考えることができるようになったことである．
遠山［9］は知的発達に障害のある児童･生徒に対しての算数・数学教育について「発達プロセスは普
通児のそれとは量的には差があるが，質的にはおなじである，という仮説を設けることである」とい
う．つまり，たとえ発達に障害があっても理解したときの喜びや知的好奇心があり，時間をかけて丁
寧に指導すれば成果が出るとしている．
児童Aにとって（繰り上がり，繰り下がりのある）加減計算が困難な理由として軽度の知的障害が
あると疑われることを考慮に入れた考察もすべきであるが，最も大きな理由は，
①日常生活の中での具体的な体験が少なすぎたこと
②「数量・形」に係る具体的な体験が少なすぎたこと
③数の分解・合成を体得する適切な時期と機会を逃したこと
だと考えられる．
とくに①については，児童Aが３人兄弟の末っ子で，上の２人の兄とは年齢が７～９才離れている
ことも少なからず影響していると考えられる．年齢の近い兄弟であれば遊びや日々の生活の中で役割
を互いに分担することもあり，各人がいろいろな体験をすることができる．しかし齢の離れた末っ子
には役割が回ってこなかったり，周りが何かと助けてしまうことがあり，末っ子のほうもそれに頼っ
てしまうと想像できる．実際に毎回の指導中でも同伴する母親に頼る場面が多かった．前章４．６（4）
の立方体展開図からさいころを作る作業でも，指導者がまず展開図をハサミを使って切り取ることを
促すとすぐに「ママ，やって」と母親を頼り，母親の方も手を出そうとする場面があった．これに限
らず日常生活において，つい周りの大人や兄弟が体験の機会を奪っていた可能性もあり，そのことは
体験や学びでその習得が適切な時期にその機会を逃す原因なっているともいえる．また母親からのヒ
アリングによると，最近では失敗を恐れるため自分ではやりたがらないということもあるという．
②をあげる根拠ついて述べると次のようになる．算数科での数理（認識）の基礎・基本の習得（学び）
を可能にするのは「生活・遊びを通して体得的に学ばれる数学」が基礎となる．この「基礎の基礎と
しての数学」は，単なる数学の基礎というよりも人間がものごとを論理的に考えること（「思考」）と
正確に知ること（「認識」）の「源に」なる力で，船越［10］・船越ら［3］はそれを「源数学」と呼んでいる．
「源数学」は，直接的に数学（算数）の内容の「基礎となる事柄」と，その事柄を獲得する（体得す
る・認知する）際に媒介的に働く「見方・考え方（「思考法」）」からなる．
「算数・数学クリニック」では，「数量・形」に係る具体的な体験が「源数学」習得の礎になると考え，
その指導の中で「数量・形」に係る具体的な体験を適宜入れている．児童Ａの保護者にヒアリングす
ると，そのような体験をさせる機会はこれまでほとんどなかったそうである．しかし一方で教育には
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熱心な家庭であり，その成果の最たるものが，児童Aが両手の指を動かしての加減計算は非常に巧み
に行うという事実である．このことは児童Aについては10までの数の分解・合成についても時期を逃
さなければ体に「しみつくほど」体得できた可能性を示唆しているとみることもできる．厳しい言い
方になるかもしれないが，計算の答えを出すことを求めるよりも，その前にすべきことがあったとし
かいいようがない．
一般に保護者は，（そして教育者の中にもいるが，）算数・数学は答えを出すことを求めている教科
としてとらえている．そのことはよく聞く「算数・数学は答えが一つだから」云々という言葉にも表
れている．もちろん算数・数学において求答は教育目標の一つであるが，算数・数学の学ぶべき本質
を見失わないようにしたい．
就学前の教育について，横地［11］は「わたしたちの実験でも出ておりますが，数詞や数字に急ぐよ
りは，集合を作ったり，１－１対応したりする作業の方が実はきわめて大切です．この作業はずいぶ
んと時間をかけて，くり返し遊びのなかでやらせる必要があります． ［…略…］ ですから，三歳の半
ばから，四歳にかけての時期が，数の教育では，いちばん大切でしょう」という．
以上のことからも，「数量・形」に係る具体的な体験とは何か，何を就学前に学ばせるのかを示さ
なければならない．これはすなわち「源数学」として何を学ばせるのかである．また，それを保護者，
保育者，幼稚園教諭にどのように提示していくか，小学校算数へどうつなげていくかのカリキュラム
を作成していくことが今の算数科に望まれる保幼小連携である．
　
表１　「算数・数学クリニックでの指導内容」　
（ビ）は「ビデオ撮影あり」を示す．
年月日 時期 指導回
学習状況および進捗 数と計算 量と測定 図形 数量関係学年－
（ 学期 )
【１年生】
2013/12/4 1 － （2) ① ・数字の書き方を練習する． ・0 ～ 9 数字を書く．
→書き順も含め十分に書けない．
・読み聞かせで，文章題を考
える．
具体物を数える経験について
・～ 10 まで ［これ以前に同様の経験なし］
・～ 20 まで ［これ以前に同様の経験なし］
2013/12/11 1 － （2) ② ・文章題の題意を得て ・1 桁の数の分解ができた．
「あわせてだから，たし算？」（ 後に，甘い判定と判明）
と発言する．
2013/12/18 1 － （2) ③ ・14 を「10 と 4」 と い う 見
方ができていない．
11 ～ 20 を書く （2 桁の数の表記法）
→ 14 を「104」と書く場面もあった．
・巧みに両手指を使って ・引き算を両指を使って後ろから引いてい
く．華麗な （!) 指使い．加減計算をする．
2014/1/8 1 － （3) ④ ・2 桁の数の表記 0 ～ 35 を書く．
→ 19 を「9, 1」の順に書き，「19」と書く
場面があった．
2014/1/15 1 － （3) ⑤ ・数唱 ・1 ～ 130 まで数唱する．
・具体物を数え，10 ずつま
とめる．
・数え棒 40 本を数える．（ビ）［これ以前
に同様の経験なし］
「10」ずつまとめて輪ゴムでとめる．
4 つできたので，「40」と書いてみる．
→「よんじゅう」と言ったり，「じゅうよん」
と言ったりした．
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年月日 時期 指導回
学習状況および進捗 数と計算 量と測定 図形 数量関係学年－
（ 学期 )
2014/1/29 1 － （3) ⑥ ・数の表記 ・1 ～ 100，0 を書く．
・5 とびの数唱 ・5 ～ 100 までを，5 とびで数える．
 ［これ以前に同様の経験なし］
→「ひゃく」の次が「ごひゃく」
・ 繰下がりのある引き算をする．・引き算は，指を使った自分の方法で行う．
・10 のまとまりを意識してい
ない．（ 意識できていない．）
  19-4=15, 20-4=16 など正答は出せる．
→ブロックを使い減加法による計算方法を
示してもやらない．（わからない．）
・10 のまとまりを線で囲む．・50 までの数のクワガタムシやリンゴを
数える .
・アナログ時計 （3 時 20
分）を示し，時刻を尋
ねると，
→「3 じ」プリント課題で「10 のまとまり」を線で
囲む．
・アナログ時計は読めない．
2014/2/19 1 － （3) ⑦ ・数を並べる． ・1 ～ 31 の数カードを順に並べる．
・数を分解をする． ・算数セットのおはじきを使う．
・時計で時刻を示す． （10 の分解，8 の分解，7 の分解，6 の分解 ) ・算数セットの時計で
［これ以前に同様の経験なし］
→　自宅での練習を課題とする．
10 時 1 分，10 時 2 分を
つくる．
2014/2/26 1 － （3) ⑧ ・繰り上がりのある足し算 ・数図カードを使って繰り上がりのある足
し算を見せる．（5-2 進法も）
・算数セットの時計の読み
（1 時，2 時，～）
・日常生活の時間と対応
づけさせる．
（ 起きる，朝食，家を出
る時刻）
［これ以前に同様の経験
なし］
・1 分間，1 時間の長さ
の感覚
「いつもここで勉強して
いる時間 （ の長さ）は，
1 時間と 30 分」
［これ以前に同様の経験
なし］
・1 時から 12 時まであ
ることを知る．
［これ以前に同様の経験
なし］
・「1 日 = 24 時間」
・アナログ時計を読むため
に，日常生活と時刻を対応づ
ける．
2014/3/12 1 － （3) ⑨ ・繰り上がり，繰下がりのあ
る加減計算をする．
（ 算数セットを援用）
・5 のまとまりに注目したよ
うすが見られた．
・算数セットのブロックとトレイ［V トレイ］
で 17 を表したブロックを見て，
［■■■■■｜■■■■■］
［■■■■■｜■■         ］
「線のところが 5 ？」と発言する .
2014/3/19 1 － （3) ⑩ ・繰り上がりのある足し算を ・答えが 19 までの足し算を筆算でする．
筆算でする （ 書く）．
【２年生】
2014/4/9 2 － （1) ⑪ ・数唱（逆） ・5+5 の筆算の問題
・5+5=11 と答え，違和感なし．→ 11
「数えたし」を行い，ミス
・10 から 1 ずつ減らし 0 まで唱える．
・100 から 1 ずつ減らし 0 まで唱える．
（ 以前に，お風呂で同様の経験あり）
・数字 0 ～ 9 の書き順を再び確認
2014/4/16 2 － （1) ⑫ ・数唱 （2 とびで 110 まで） ・おはじき　7 の分解，8 の分解をいくつか練習 ・学校では，時計の読み
・両手の指，5 本ずつで合わせて 10 にな
ることを指導
方をしているが，読めない．
・2，4，6，…，110 まで唱えることができた．
・5+5=9 と答え，違和感なし．・5+5 = 9
5
+  5
-------
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年月日 時期 指導回
学習状況および進捗 数と計算 量と測定 図形 数量関係学年－
（ 学期 )
2014/4/30 2 － （1) ⑬ ・数字の書き順を修正する． ・数字 1 ～ 10 の書き順指導 ・「1 日 = 24 時間」
・1 分間，1 時間の長さ
の感覚
「いつもここで勉強して
いる時間 （ の長さ）は，
1 時間と 30 分」
→時計が読めるように
なっている．
（ 自宅でマスターしてきた）
しかし，「4 時 5 分前」と
いうのがわかりにくい．
「昨日」，「今日」，「明日」
の区別がよくわかって
ない．（ 保護者からのヒ
アリング）
・アナログ時計が読める．
2014/5/14 2 － （1) ⑭ ・三口の計算をする． ・2 + 2 + 2 = 6 ・1時32分の1時間後は？
・3 + 3 + 3 = 9 ・12時7分の1時間後は？
・変わらないのは？
・「アナログ時計を読む」の
逆で時計針を書く．
・文字盤に指定した時刻
の針を書く．
2014/5/21 2 － （1) ⑮ ・10 の補数を答える． ・1 ～ 9 に対する 10 の補数を言うゲーム
をする．
（ 学校では，さくらんぼ計算で引き算をし
ている）
2014/5/28 2 － （1) ⑯ ・2 桁の数を誤表記する． ・64 と表記されているものを「ろくじゅ
うよん」と読める．
しばらくして，「ろくじゅうよん」を書い
てもらうと
→「604」と書いた．
・筆算では，桁をそろえない．・学校では，足し算を筆算で行っているが
桁をそろえずに計算するとのこと
→ 7+62
2014/6/18 2 － （1) ・WISC-III 知能検査を受検
（ 神戸女子大学・心理学教室）
日頃からストレスが溜まっ
ているのではと検査後に検
査担当者からのコメントが
あった．
なお，同じ検査を 4 月に別
の相談室で受検していた．
2014/6/25 2 － （1) ⑰ ・スービタイズ能力を応用した ・数図カード
・数字カード
・さいころ （ 足し算，引き算）
を使ったテストを開始（初回）
（ 図 １， 図 ２， 図 ３， 図 ４)
（ 以後 30 回つづく．　2015/6/10 まで）
目的は，
・数図カードを読み （ 概念的スービタイ
ズ），シェマの形成
・10 の補数の定着
「学校では「長さ」に入っており，
指導を開始する． 「10mm=1cm」がわから
ない」（ 保護者より）
・長さの測定をする． ・鉛筆の長さの測定をする．
「10mm=1cm」 ・定規で，10cm から，
10cm1mm，10cm2mm，
…10cm9mmと続けて
葛藤ののち，「11cm」
2014/7/2 2 － （1) ⑱ ・具体物を数える . ・700 ～ 800 枚のカードを実際に数える
途中で，必要にせまられ，自ら，100 でま
とめ，さらに，10 でまとめながら数えた．
数え終わり，「ななひゃくはちじゅうご」
と答え，「785」と表記できた．（図 ５， 図 ６）
［これ以前に （ 同程度の数での）同様の経
験なし］
（1000 までの数）
2014/7/9 2 － （1) ⑲ ・長さの測定をする． ・長さ測定
（mm 単位で，73mm など ) 昆虫図鑑のクワガタム
シの長さを測る .（図８）
・7cm3mm を 73mm と
測定させてみた．
7
+  62
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年月日 時期 指導回
学習状況および進捗 数と計算 量と測定 図形 数量関係学年－
（ 学期 )
2014/7/16 2 － （1) ⑳ ・2 の同数累加を唱える． ・2 の累加をしていく．100 になるまで
・「2 の段の九九を家庭では風呂で唱えて
いる 」（ 保護者より）
2014/7/30 2 － （1) ㉑ ・繰り上がりのある足し算を
10 のまとまりを意識して行う．
・5+8 = 3+（2+8) = 13
（夏休み）
2014/10/1 2 － （2) ㉒ ・水を汲んでかさの測定をする． ・ 水 を 1L.1dL,1cL,1mL
桝で汲む .
1dL 10 杯で 1L などを
体験する．（図 9）
　［これ以前に同様の経
験なし］
2014/10/15 2 － （2) ㉓ ・数唱 （5 とびで 100 まで） ・5 ～ 100 まで 5 とびで唱える．
逆に　100 ～ 5 まで
・五の段の九九 ・五の段の九九　アレイ図を使った説明
・五の段を唱え暗唱をめざす .
・表記も　5 × 1 ＝ 5，…，5 × 10=50 まで
・繰り上がりのある足し算を
筆算で行う .
・繰り上がりのある 2 桁の足し算 （ 筆算）
→操作は正しいが，一の位の和を出すの
に指を使う .
2014/10/22 2 － （2) ㉔ ・五の段の九九 ・色ちがいの数え棒 （6 色）で五の段を表す．
かけ算の意味，順番 5 × 6 = 30　まで　（5 つのまとまりが，6 つ）
2014/10/29 2 － （2) ㉕ ・五の段，二の段の九九 ・唱えて練習する．
2014/11/5 2 － （2) ㉖ ・五の段，二の段の九九 （ 立式）・かけ算の意味（絵を見て立式する練習問題）
・八の段の九九 ・八の段を唱える．
2014/11/12 2 － （2) ㉗ ・五の段，二の段，八の段
の九九
2014/11/19 2 － （2) ㉘ ・八の段　ドット図を並べ構造を意識させる．
（図 11）
2014/11/26 2 － （2) ㉙ ・さいころを使った 7 の分解 ・さいころの裏面の目を答えるテスト開始（7の分解)
→ほとんどできない .
側面を見て無いものを答えてもよい　と
するが，金属 （ 鏡の代用）に裏を映して
見ようとする．
→その後，全 18 回行うが，
最後の方でも正答率 8/10 くらいで，　3, 4 
で誤答がある．
なお，しばらくの間行わず，2015/9/30（3
年生 2 学期）に行うと，このときだけ流
暢に完答した．（ その後も一進一退）
・四の段の九九
2014/12/3 2 － （2) ㉚ ・九九の確認 ・さいころの裏面の目を答える .（7 の分解 )
・二，五，六，八，九の段
2014/12/10 2 － （2) ㉛ ・繰り下がりのある引き算 11－ 6 などを練習す
る．
2014/12/17 2 － （2) ㉜ ・足し算，引き算の文章題をする．
2015/1/4 2 － （2) ㉝ ・足し算 （ 筆算） ・繰り上がりのある足し算の筆算
・1000 までの数を書く． ・数字⇄漢字で書く．
2015/1/28 2 － （3) ㉞ ・九九の確認 ・九九 （ 一の段～九の段まで，間違い 6 つ）
2015/1/15 に受検した
新版 K 式発達検査 2001 の結
果を伺う．
結 果 は，86 ～ 90 で，7 歳 5
か月相当．（分母は8歳5か月） 
神戸市では，85 以下が特別
支援学級への目安となって
いる .
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年月日 時期 指導回
学習状況および進捗 数と計算 量と測定 図形 数量関係学年－
（ 学期 )
2015/2/4 2 － （3) ㉟ ・スービタイズ能力を応用した ・提示された数図カード （0 ～ 9）に対し，10 の補数を答える．
指導の 19 回目 ・提示された数字カード （0 ～ 9）に対し，10 の補数を答える．
・数図カードでの 10 の補数は （ 誤答例）
正答が定着している．  - 「3」　→ 6, 4
・数字カードでの 10 の補数は  - 「4」　→ 4
まだ誤答がある．  - 「6」　→ 7
 - 「8」　→ 7
 - 「10」　→ 5
2015/2/18 2 － （3) ㊱ ・九九の構造を見る． ・九九の構造⑴
・九九の構造⑵
⑴の表と同じものをアレイ図を並べてつ
くり，全体を眺めた．（図 12）
（2014/11/5 の指導㉖で行ったものを九九
全体で並べる .）
2015/2/25 2 － （3) ㊲ ・九九の練習
2015/3/11 2 － （3) ㊳ ・九九の確認 ・九九の正答率　78/81
誤答）
　8 × 4=36
　8 × 8=63, 67
　9 × 3=21, 24, 22（ 集中力を欠いた .）
【３年生】
2015/4/16 3 － （1) ㊴ ・九九の確認 ・九九の復習　六の段以降が怪しい．
・さいころによる 7 の分解の誤答）
　5 ⇔ 4, 2 ⇔ 6, 3 ⇔ 5 
2015/4/22 3 － （1) ㊵ ・具体物を等しく分ける． ・さいころによる 7 の分解の誤答）4 ⇔ 4
・わり算を用いる場面
・わり算の立式
・35 本の棒つきキャンディを 5 人で分け
る場面の設定 （ ビ ) 
［これ以前に同様の経験なし］
2015/5/13 3 － （1) ㊶ ・繰り上がりのある足し算 ・算数セット たし算カード （2) →「数え
たし」に戻っている．
・わり算を用いる場面  
・わり算の立式２回目
・24 本の棒つきキャンディを 6 人で分け
る場面の設定 （ ビ ) （図 13）
  立式　24 ÷ 6
  分けた結果から　商 4 とし，  
さらに　4 × 6 = 24 を示す．
2015/5/20 3 － （1) ㊷ ・わり算に使う九九の練習
・わり算の立式 （ 等分除）
2015/5/27 3 － （1) ㊸ ・さいころを作る． ・算数セット ひき算カード （2) ・さいころ作
り（立方体）
展開図を切り
とり，組み立
てて本物のさ
いころと目の
位置を同じに
する．（図 10）
2015/6/3 3 － （1) ㊹ ・かけ算の筆算 ・算数セット たし算カード （2)
2015/6/10 3 － （1) ㊺ ・スービタイズ能力を応用した 2014/6/25 から始めた指導テストの 30 回目で，
本人は間違えないよう意識して取り組む．
（ このテストの記録は，一旦終了）
・わり算の立式とかけ算で逆思考する．
24 個のおはじきを 4 人で分けるとすると
1 人は何個になるか．
かけ算で逆に戻す．1 人 6 個× 4 = 24 個
実際に分配し，かけ算を使って全体を確
かめる．
指導の 30 回目
今後はとくに記録をとらず，
適宜，数図カード，数字カード，
さいころを用いる．
・わり算⇄かけ算
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年月日 時期 指導回
学習状況および進捗 数と計算 量と測定 図形 数量関係学年－
（ 学期 )
2015/6/17 3 － （1) ㊻ ・アナログ時計を読む． ・数図カード （0, 1 ～ 10）を 2 人がもち， ・3:49 に　時刻を聞くと，戸惑
い読めない．少しして，読めた．
・コンパス
で円をかく．・コンパスを使う． 両者が 1 枚ずつ出したカードの和を求める．
・20 までの数の分解を開始する．
・正 20 面体サイコロの目を 2 つに分解する．
（図７） ・3:50 に　「4 時何分前？」聞く
と，正しく答えた．
分解の答え方は，数図カードまたは数字
カード 2 枚で答える．
・「普通学級の児童よりでき
るところ （ かけ算）もある」
と通う小学校で言われたが，
文章題での意味が読みとれ
ない．（ 保護者より）
これらのテストを開始（初回）
初回は，［18］→ 10+ ⑧，［12］→ 10+2 の
ようにスムーズに「10 と残り」　に分解した．
2015/6/24 3 － （1) ㊼ ・かけ算の文章題の立式
2015/7/1 3 － （1) ㊽ ・時間を表す．（ 時間，分） ・時間を分に変える．その逆
・時刻表現のことば （ 前，後） ・「～時間前」「～時間後」
2015/7/8 3 － （1) ㊾ ･ 繰り下がりのある引き算を筆算でする．
･ 暗算で，50―10，50―15 をする．
2015/7/15 3 － （1) ㊿ ・筆算で引き算をする．（指を使うが正答率は高い.） ・表と棒グラ
フをかく．
「理科でやっ
たことある！」
学校ではあまりのあるわり算をしている．（ 保護者より）
2015/7/22 3 － （1)  ・繰り上がり，繰下がりのある
加減算では，両手指を念頭
で使っているようす．
・20 までの数の分解を慎重にする．（ 両親が同伴）
・あまりのあるわり算
「わり切れない」「わり切れる」の意味を指導
（夏休み）
2015/9/30 3 － （2)  ・２枚の数図カード （0, 1 ～ 10）の和を念
頭で計算
・コンパスの使
い方を練習する．
（ 視線はドットに注目しているようす）
・２枚の数字カード （0, 1 ～ 10）の和を念
頭で計算
・大きな数 （ 千万）
2015/10/7 3 － （2)  ・２枚の数図カード（0, 1 ～ 10）の和を念頭
で計算 O.K.
（ 視線はドットに注目しているようす）
・２枚の数字カード （0, 1 ～ 10）の和を念
頭で計算
（ 「数えたし」のようすで，前週より遅い．）
（ 保護者の仕事で，2 週間空く）
2015/10/21 3 － （2)  ・念頭であるが，「数えたし」・２枚の数字カード （0, 1 ～ 10）の和を念
頭で計算 （ しかし「数えたし」）
・正 20 面体さいころの目の分解で，
・通う小学校の算数はよくで
きていると小学校の先生か
ら評価されている．
（ 保護者からのヒアリング）
・「よんじゅうに」と聞いて，
もはや「402」とは書かない．
［15］→ 5 + 9,  6 + 9
5 + 9 で 15 ができると誤答しても違和感
がないようす．
・わり算の筆算表記を知り，筆算で解答する．
（ ただし，九九の範囲のわり算）
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